











 内　藤　通　孝 ＊ 
 Insect Fauna around Higashiyama in Nagoya Addendum 2 
 Michitaka NAITO 
 はじめに 
















い種の学名には ＊ ，愛知県からの記録がないものには ＊ ＊ を付した。 
 1　エンマムシ科Family Histeridae 
 1 ― 1　ヒメツヤエンマムシ  Hister simplicisternus ＊ 






 2　ナガハナノミ科　Family Ptilodactylidae 
 2 ― 1　ヒゲナガハナノミ  Paralichas pectinatus 
 　標本：1 ♀　20190519　千種区平和公園（写真2 ― 1） 
 　体長11 mm。文献10において報告した種の雌である。雌は別種かと思われるほど真っ
黒である。 
 3　コメツキムシ科Family Elateridae 
 3 ― 1　トラフコメツキ  Pristilophus onerosus 





 4　ジョウカイモドキ科Family Melyridae 
 4 ― 1　ツマキアオジョウカイモドキ  Malachius prolongatus 
 　標本：1 ex　20190420　千種区平和公園（写真4 ― 1） 
 　体長6 mm。「爪黄・青」ジョウカイ・モドキで，上翅先端が黄色の青いジョウカイに似
た虫という意味である。分布：日本 
 5　ケシキスイ科Family Nitidulidae 
 5 ― 1　ナガコゲチャケシキスイ  Amphicrossus lewisi ＊ 
 　標本：1 ex　20020616　昭和区八事本町興正寺；1 ex　20041106　昭和区八事本町興正
寺（ヨコヅナサシガメの幼虫に捕食されているのを採集）；1 ex　20120513　名東区猪高
緑地；1 ex　20130602　昭和区八事本町興正寺（クヌギ樹液で採集）；1 ex　20170805　千
種区東山公園（写真5 ― 1） 
 　体長5 mm。「長焦げ茶芥子木吸」である。文献9には名古屋市からの記録はない。分布：
本州・四国・九州，台湾，朝鮮半島，中国，インドシナ 
 5 ― 2　アカマダラケシキスイ Lasiodites pictus 
 　標本：1 ex　20110805　昭和区滝川町（死骸。おそらく燈火に飛来したもの）（写真5 ― 2） 
 　体長7.5 mm。分布：本州・四国・九州，台湾，東南アジア，マダガスカル，オースト
ラリア 
 5 ― 3　ヒメアカマダラケシキスイ Lasiodites sadanarii ＊ ＊ 
 　標本：1 ex　20070701　昭和区八事本町興正寺（仕掛けられたバナナトラップに来てい








いる 11） 。 
 6　テントウムシ科Family Coccinellidae 
 6 ― 1　ハラグロオオテントウ  Callicaria superba ＊ 




い。クワキジラミ（ Anomoneura mori ，桑の害虫）を捕食する。本来は暖地性だが，関東（東
京・神奈川）まで分布域を拡大している 7） 。分布：本州・四国・九州，台湾，中国，イン
ド 
 6 ― 2　ダンダラテントウ  Cheilomenes sexmaculata 
 　標本：：1 ex　19940924　昭和区八事本町興正寺；1 ex　20030615　昭和区八事本町興
正寺（写真6 ― 2A）；1 ex　20110615　名東区藤巻町；1 ex　20180726　昭和区滝川町（写







 6 ― 3　クモガタテントウ Psyllobora vigintimaculata ＊ ＊ 




市内からも記録されている 12） 。うどんこ病菌を捕食する 7） 。 
 6 ― 4　モンクチビルテントウ Platynaspidius maculosus ＊ ＊ 







 7　ゴミムシダマシ科Family Tenebrionidae 
 7 ― 1　エグリゴミムシダマシ  Uloma marseuli 






 7 ― 2　マルムネゴミムシダマシ Tarpela cordicollis ＊ ＊ 








 7 ― 3　ヒラツノキノコゴミムシダマシ Ischnodactylus parallelicornis ＊ ＊ 








 7 ― 4　ナガニジゴミムシダマシ Ceropria induta ＊ 
 　標本：1 ex　19931031～19941130　昭和区八事本町興正寺；1 ex　20090604　昭和区滝
川町；1 ex　20090816　昭和区八事本町興正寺；1 ex　20110604　昭和区滝川町（燈火に
飛来）（写真7 ― 4A）；1 ex　20110712　名東区藤巻町（死骸）；1 ex　20130629　昭和区滝
川町（燈火に飛来）；1 ex　20170601　昭和区滝川町（死骸）；1 ex　20180501　昭和区滝




 7 ― 5　ホソナガニジゴミムシダマシ Ceropria striata ＊ 
 　標本：1 ex　20120914　昭和区滝川町（燈火に飛来）（写真7 ― 5） 
 　体長12 mm。文献9には名古屋市からの記録はない。ナガニジゴミムシダマシより大型
で，背面の光沢が強い。分布：本州・四国・九州，朝鮮半島 
 7 ― 6　フトナガニジゴミムシダマシ Ceropria laticollis ＊ ＊ 






 7 ― 7　ツヤケシオオゴミムシダマシ Zophobas atratus ＊ ＊ 










 8　カミキリモドキ科Family Oedemeridae 
 8 ― 1　キバネカミキリモドキ  Nacerdes luteipennis ＊ 







 9　カミキリムシ科Family Cerambycidae 
 9 ― 1　テツイロヒメカミキリ  Ceresium sinicum ＊ ＊ 
 　標本：1 ex　20200723　昭和区滝川町（燈火に飛来）（写真9 ― 1A，B） 
 　体長13 mm。文献9には愛知県からの記録はない。局所的な分布を示し，京浜，阪神，
北九州地域などの都市域とその周辺に集中して見られるなどの生息状況から，外来種と推
測されている 13，14） 。1873年に長崎で最初に採集され，1931年にサカイヒメカミキリ  C. 
sakaiense （現在ではテツイロヒメカミキリの同義語とされている）として堺で採集され







 10　ハムシ科Family Chrysomelidae 
 10 ― 1　ユリクビナガハムシ  Lilioceris merdigera ＊ ＊ 
 　標本：1 ex　20190721　名東区猪高緑地（写真10 ― 1A，B） 




 10 ― 2　ムシクソハムシ Chlamisus spilotus 









 10 ― 3　コガタルリハムシ Gastrophysa atrocyanea 
 　観察・写真撮影：♂♀　20140228　千種区平和公園（写真10 ― 3A：交尾中。♀の腹部が
膨らんでいる）；1♂　20140319　名東区猪高緑地（写真10 ― 3B）；2 ex＋1幼虫　20190428
　名東区猪高緑地（写真10 ― 3C：成虫と幼虫がともにギシギシを食害） 
 　標本：2♂　20120519　千種区平和公園；3♂　20130428名東区牧野ヶ池緑地；1♀　
20140510　名東区猪高緑地；1♀　20160528　名東区猪高緑地；1♀　20170505　名東区






 10 ― 4　ジュンサイハムシ Galerucella nipponensis ＊ 




 10 ― 5　ブタクサハムシ Ophraella communa ＊ ＊ 
 　標本：1 ex　20120922　千種区平和公園；1 ex　20130614　昭和区滝川町（内藤美智子
採集）；2 ex　千種区平和公園；1 ex　20160728　千種区平和公園；♂♀　20180901　緑区





 11　ゾウムシ上科Superfamily Curculionoidea 
 11 ― 1　ヒゲナガゾウムシ科Family Anthribidae 
 11 ― 1 ― 1　ナガフトヒゲナガゾウムシ Xylinada striatifrons ＊ ＊ 




 11 ― 1 ― 2　カオジロヒゲナガゾウムシ Shinctotropis laxus ＊ 









のような特徴的な顔貌（写真11 ― 1 ― 2C）をもつ「顔白」である。
ヒゲナガゾウムシの仲間だが，それほど髭（触角）は長くない。文献9には名古屋市から
の記録はない。分布：日本，韓国，中国 
 11 ― 2　チョッキリゾウムシ科Family Rhynchitidae 
 11 ― 2 ― 1　モモチョッキリ Rhynchites heros ＊ 
 　標本：1♀　20170521　千種区星が丘元町椙山女学園大学構内（写真11 ― 2 ― 1A）；1♀　
20200701　昭和区滝川町（写真11 ― 2 ― 1B） 
 　体長7～9 mm。文献9には名古屋市からの記録はない。ウメ，モモ，リンゴ，ビワ（バ
ラ科）の若実に産卵する。分布：日本，朝鮮半島，極東ロシア 
 11 ― 3　ゾウムシ科Family Curculionidae 
 11 ― 3 ― 1　ハスジカツオゾウムシ Lixus acutipennis 








（0616：写真11 ― 3 ― 1B）には見慣れた黒筋の灰色になった。おそらく羽化後間もない個体
であったのであろう。ヨモギに多い。分布：本州・四国・九州，韓国，中国 
 11 ― 3 ― 2　カツオゾウムシ Lixus impressiventris 







ようであったが（写真11 ― 3 ― 2A），3週間後に死亡したとき（0907；写真11 ― 3 ― 2B）には灰
黒色になっていた。タデ類に多い 4） 。分布：日本，朝鮮半島，中国，シベリア 
 11 ― 3 ― 3　ホホジロアシナガゾウムシ Merus erro 
 　標本：1 ex　20160503　千種区平和公園（写真11 ― 3 ― 3A，B：擬死状態） 
 　体長7 mm。前・中胸側板が白～灰色で，「頬白」である。ハゼ，ヌルデの新梢に産卵す
る 5） 。分布：本州・四国・九州，台湾，中国 
 11 ― 3 ― 4　アカコブコブゾウムシ Kobuzo rectirostris＊ 
 　標本：1 ex　20170715　名東区猪高緑地（写真11 ― 3 ― 4A，B） 




 11 ― 3 ― 5　ヤドリノミゾウムシ Orchestes hustachei ＊ 







につく 4） 。分布：日本 
 11 ― 4　オサゾウムシ科Family Rhynchophondae 
 11 ― 4 ― 1　オオゾウムシ Spalinus gigas 
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